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　わが国におけるさまざまな学会において英文誌が刊行されており，その評価の一つの因子である
Impact Factor（I.F.）もその多くで向上する傾向にあることは，各々の学会関係者，就中，英文誌の
編集に携わっている方々の多大なるご尽力の賜物であろう．またこれら学会英文誌において，「Case 
Report」を掲載する雑誌を別に発刊する学会も臨床の学会を中心に増してきている．日本外科学会
においても「症例報告は，特に臨床医や研究者が個々の経験や新しい治療法を報告するという教育的
観点から，外科手術の発展に重要な役割を担ってきました．そのため，貴重な症例報告の出版を促
し，臨床教育に貢献することを目的として，新規Case Report 誌として『Surgical Case Reports』を
発刊することにいたしました」（日本外科学会ホームページより）として 2015 年 1 月より出版が開始
される予定である．原著論文や総説に比して，引用される機会が一般的には少ない症例報告を分離す
ることにより，元来の英文誌の I.F. の上昇を図るという一面もあるが，一方，若き医師が症例報告を
英文で発表する場が，いよいよ少なくなっている現況においては，その場の提供としても「Case Re-
port」誌の発刊はきわめて意義深いものと考える．
　本「臨床外科」も含め，外科系学会会誌や雑誌において，和文の症例報告についても，掲載のハー
ドルがかなり高くなっている．いわんや英文の「Case Report」は言わずもがなである．
　和文，英文を問わず症例報告をまとめるということは，対象の丁寧な診療と詳細な観察はもとよ
り，正確な文献検索と精緻な考察と文章表現が求められるが，そこには，事実を正確に見つめる眼
と，事実からは逃れられないという謙虚な姿勢が大前提である．若き時代にこのような訓練を受け症
例報告を世に出した医師は，事実やデータの捏造などとは無縁であろう．このことも単に貴重な症例
を世に発表するということに留まらず，症例報告を書く意義の一面であると信ずるものである．
　また，邦文誌，英文誌のいくつかの編集に携わっている者の一人として，I.F. の向上は目指すべき
大きな目標ではあるが，journal の質の評価の一「因子（factor）」であり，必ずしもそのすべてを表
しているものではないことも事実であることも認識しておきたい．また研究に携わる者の一人とし
て，データ解析における probability，p-value は「確からしさ」を示す一つの value「値」であるこ
とも肝に銘じて研究や臨床，そして学問に携わりたいものである． （桑野博行）
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